
概要 / 目的:

超高温ガス炉（VHTR）

超高温原子炉（VHTR）は、国際協力開発として最終的に選出された６つの第４世
代原子炉システムのうちの１つです。GIFのVHTRシステム協定のメンバー国のう
ち３か国で高温ガス炉の運転又は試験経験があり、2008年にはそこに中国が加

わりました。本ウェビナーでは、この協力開発がどのように持続性、経済性、安全
性、核拡散対抗性、エネルギー供給に寄与するかを紹介します。

講演者紹介:

カール・シンク氏は、米国エネルギー省（DOE）に24年間勤務し、

様々な役割を担ってきました。現在は、原子力エネルギー局
の先進原子炉開発プログラムマネージャーとして、DOEの国立

研究所と米国の原子力産業界パートナーが実施する共同研
究、開発、実証プロジェクトの調整を担当しています。2004年
からは、高温ガス炉（HTGR）の開発と実証を目的としたDOEイ
ニシアチブである次世代原子力プラント（NGNP）プロジェクトに
密接に関わってきました。

2006年から2009年までは、原子力水素イニシアチブのプログラムマネージャーを
務め、高温ガス炉の出口温度を利用した高温水分解技術の開発に向けたDOEの
取り組みを調整しました。GIFでは、2008年からVHTRシステム運営委員会の委員

を務め、現在は同委員会の議長を務めています。シンク氏は、米国カトリック大
学で工学管理の修士号を取得し、米国海軍士官学校を卒業しています。DOEに
入省する前は、米国海軍の資格を持つ原子力工学士官として9年間、原子力巡
洋艦と原子力空母で原子炉操作の任務に就いていました。

https://gif.jaea.go.jp/webinar/index.html#webinar005


1.なぜ高温ガス炉？：
高温ガス炉は、6つの第4世代概念の一つであり、固有の安全性が高く、電

力以外にも多様な産業利用が可能であること、核拡散抵抗性があること、高
燃焼度の燃料サイクルであることから、先進的な燃料・サイクルとしての成長
が期待される。

2. 高温ガス炉（HTGR）と軽水炉（LWR）の比較：
軽水炉をご存知の方のために、高温ガス炉がどのようにLWRと大きく異なる
かを簡単に比較する。



TRISO被覆粒子燃料：
高温ガス炉の基本要素であるTRISO被覆粒子燃料は、プリズム型高温ガス

炉とペブルベッド型高温ガス炉の両方で使用されている。プリズム型高温ガス
炉では、TRISO被覆燃料粒子を燃料棒に成形して黒鉛燃料要素に挿入し、ペ
ブルベッド型高温ガス炉では、TRISO被覆燃料粒子を燃料球に成形して使用
する。

高温ガス炉における黒鉛の役割：

高温ガス炉の炉心では、黒鉛が下図に示す重要な役割を果たす。その他の
役割として、プリズム炉心では黒鉛燃料要素ブロックが核燃料を保持し、ペブ
ルベッド炉では黒鉛反射体構造が燃料球を保持し、黒鉛反射体構造には反
応度制御のための垂直貫通部があり、プリズム黒鉛燃料要素には反応度制
御チャンネルがある。



重要な高温ガス炉の安全パラダイムシフト：
高温ガス炉は軽水炉と異なる安全パラダイムシフトを持っており、これは原

子炉の安全性に対する考え方の違いであり、高温ガス炉の規制と事故シナリ
オをどのように考えるかを再考しなければならない。

幅広いエネルギー・商用製品の製造に対応する高温ガス炉：

高温ガス炉は、高温から低温までの幅広い熱を供給することができ、水素製
造など様々な用途での実用化が提案されている。




